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●女子野球と横浜

表
紙
に
「Scrap Book 

女
子
野
球
大
会　

仮
装
文
化
祭
」
と
手
書
き
で
タ
イ
ト
ル
が
書

き
込
ま
れ
た
一
冊
の
ア
ル
バ
ム
が
、
横
浜
市

史
資
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
行
事
の
様

子
を
記
録
し
た
キ
ャ
ビ
ネ
判
サ
イ
ズ
の
モ
ノ

ク
ロ
写
真
二
三
枚
が
、
台
紙
に
貼
り
込
ま
れ

て
い
る
。

女
子
野
球
大
会
と
仮
装
文
化
祭
は
、
一
九

四
七
（
昭
和
二
二
）
年
八
月
二
九
日
と
三
〇

日
に
、
貿
易
復
興
祭
の
関
連
行
事
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
に
「Culture 

Section

」
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
同
年
八

月
に
設
置
さ
れ
た
横
浜
市
民
生
局
文
化
課
で

作
成
し
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

貿
易
復
興
祭

女
子
野
球
や
仮
装
な
ど
、
あ
ま
り
市
の
公

式
行
事
に
は
な
じ
み
そ
う
も
な
い
が
、
市
の

『
事
務
報
告
書
』
に
も
記
載
さ
れ
た
市
と
神

奈
川
新
聞
社
共
催
の
行
事
で
あ
る
。
前
年
秋

に
横
浜
市
で
は
第
一
回
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
、
そ
の
後
定
例
行
事
化
さ
れ
る
。
ま

た
市
の
文
化
課
に
は
、
生
活
文
化
係
・
勤
労

文
化
係
と
芸
能
文
化
係
が
置
か
れ
る
な
ど
、

こ
の
頃
の
横
浜
市
で
は
市
民
の
文
化
活
動
を

重
視
し
て
い
た
。
仮
装
行
列
に
つ
い
て
は
、

開
港
記
念
行
事
と
し
て
戦
前
か
ら
の
歴
史
も

あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
女
子
野
球
な
の
か
と

い
う
点
は
、
今
一
つ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

貿
易
復
興
祭
と
は
、
占
領
下
に
禁
止
さ
れ

て
い
た
民
間
貿
易
が
一
九
四
七
年
八
月
か
ら

再
開
さ
れ
る
の
を
記
念
し
て
、
横
浜
市
主
催

で
開
催
さ
れ
た
記
念
行
事
で
あ
る
。
祝
賀
式

典
・
市
民
大
会
の
他
、各
種
展
覧
会
、バ
ザ
ー

な
ど
が
八
月
一
五
日
か
ら
二
一
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
、
花
電
車
の
運
行
も
行
わ
れ
た
。

女
子
野
球
大
会
と
仮
装
文
化
祭
な
ど
は
、

貿
易
復
興
祭
に
連
動
し
て
「
働
く
市
民
の
六

大
文
化
祭
」
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
戦
後
、

各
企
業
や
労
働
組
合
で
は
文
化
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
た
い
へ
ん
盛
ん
だ
っ
た
。
そ
う
し
た

文
化
団
体
に
よ
っ
て
、
横
浜
民
主
文
化
連
盟

が
一
九
四
七
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
。

そ
の
横
浜
民
主
文
化
連
盟
が
「
働
く
市
民

の
文
化
祭
」
を
提
案
し
、
市
が
こ
れ
に
答
え

て
職
場
対
抗
相
撲
大
会
、
女
子
職
業
人
の
総

合
体
育
祭
、
職
業
人
納
涼
仮
装
文
化
祭
、
職

業
人
の
手
工
芸
展
示
会
、
職
業
人
芸
能
コ
ン

ク
ー
ル
、
職
場
の
記
録
映
画
大
会
の
六
つ
を

企
画
し
た
。
こ
の
内
、
納
涼
仮
装
文
化
祭
は

企
画
通
り
実
施
さ
れ
、
女
子
職
業
人
の
総
合

体
育
祭
は
女
子
野
球
大
会
と
姿
を
変
え
る
。

そ
の
他
は
ミ
ス
ヨ
コ
ハ
マ
・
ミ
ス
タ
ー
ヨ
コ

ハ
マ
、
納
涼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
変
更
さ

れ
、
残
り
二
つ
は
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
経
緯
を
見
て
い
る
と
、
四
月

に
選
出
さ
れ
た
社
会
党
所
属
の
石
河
京
市
市

長
の
影
響
も
あ
っ
て
、
勤
労
者
の
た
め
の
行

事
と
い
う
色
彩
が
濃
い
。
ま
た
、
す
で
に
女

性
の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
、
日
本
国
憲
法
も

こ
の
年
五
月
に
施
行
さ
れ
て
、
女
性
が
強
く

意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
女

性
の
地
位
向
上
の
一
環
と
し
て
、
各
企
業

チ
ー
ム
に
よ
る
女
子
野
球
大
会
が
発
案
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
元
々
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
あ
っ
た
横
浜
女
子
商
業

が
、
唯
一
学
生
チ
ー
ム
と
し
て
こ
れ
に
加

わ
っ
た
。

女
子
野
球
大
会

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
七
月
二
〇
日

の
『
神
奈
川
新
聞
』
に
、
横
浜
市
と
神
奈
川

新
聞
社
共
催
で
（
後
に
横
浜
民
主
文
化
連
盟

が
加
わ
る
）
、
女
子
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ

る
と
い
う
告
知
が
掲
載
さ
れ
た
。
「
オ
ー
ル

横
浜
第
一
回
女
子
野
球
大
会
」
と
銘
打
ち
、

職
場
や
労
組
、
学
校
、
地
域
の
チ
ー
ム
に
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
の
告
知
で
も
、
な
ぜ
女
子
野
球
な
の
か

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
日
本
初
の
女

子
野
球
大
会
で
あ
る
こ
と
が
、
強
調
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。

「
女
子
野
球
応
援
歌
」
の
歌
詞
が
、
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
神
奈
川
新
聞
』
一

九
四
七
年
八
月
二
五
日
）
。
そ
れ
を
見
る
と
、

女
子
野
球
に
参
加
す
る
女
性
た
ち
は
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
、
「
平
和
日
本
の
さ
き
が
け
」

と
謳
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
ハ
マ
の
新

歴
史
」
「
待
望
の
女
子
野
球
」
と
、
そ
の
大

会
の
意
義
を
讃
え
て
い
る
。
横
浜
が
、
新
た

な
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
き
が
け
の
地
と
な
る

の
だ
と
い
う
意
欲
が
う
か
が
え
る
。

八
月
一
二
日
に
は
、
参
加
六
チ
ー
ム
が
決

ま
っ
た
と
『
神
奈
川
新
聞
』
に
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
八
月
二
二
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て

同
紙
は
、
「
女
子
野
球
チ
ー
ム
の
横
顔
」
と

題
し
て
各
チ
ー
ム
の
紹
介
記
事
を
連
載
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ビ
ク
タ
ー
戸
塚
は
、
本
社

か
ら
六
大
文
化
祭
の
通
知
を
受
け
取
っ
て
か

ら
「
各
職
場
を
駆
け
ず
り
ま
わ
っ
て
集
め
た

選
手
ば
か
り
」
、
ビ
ク
タ
ー
横
浜
も
参
加
が

決
ま
っ
て
か
ら
募
集
、
日
産
は
野
球
や
陸
上

競
技
の
経
験
者
を
集
め
て
編
成
、
文
寿
堂
は

同
じ
職
場
の
同
年
代
で
編
成
、
と
多
く
の

チ
ー
ム
は
に
わ
か
づ
く
り
だ
っ
た
。
オ
ハ
イ

オ
の
み
は
、
半
年
前
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
て

か
ら
練
習
を
積
ん
で
き
た
と
い
う
。
い
ず
れ

の
チ
ー
ム
も
参
加
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
猛

練
習
を
重
ね
て
き
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
横
浜
女
子
商
業
学
校
は
、
校
内
の

学
年
対
抗
野
球
に
参
加
し
た
選
手
か
ら
選
抜

し
た
。
「
女
商
の
野
球
は
昭
和
一
〇
年
か
ら

女
子
野
球
と
横
浜

アルバム表紙
　横浜市史資料室所蔵

女子野球大会入場行進　ビクターチームと日産チーム
　1947年8月29日
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の
歴
史
」
が
あ
る
と
校
長
が
述
べ
て
い
る

（『
朝
日
新
聞
（
神
奈
川
版
）』
八
・
二
一
）

の
は
、
お
そ
ら
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
純
白
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
つ

け
て
い
た
と
い
う
が
、
「
実
は
神
中
ク
ラ
ブ

の
借
物
」
と
、
男
性
用
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

借
り
て
い
た
よ
う
だ
。

二
六
日
に
は
打
合
会
を
開
い
て
、
進
行
・

組
合
せ
・
ル
ー
ル
な
ど
を
決
め
た
。
入
場
行

進
の
あ
と
開
会
式
、
試
合
は
一
回
戦
・
二
回

戦
・
決
勝
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ

る
。
投
球
は
オ
ー
バ
ー
・
ス
ロ
ー
の
軟
式
野

球
で
あ
っ
た
が
、
試
合
回
数
は
五
回
ま
で
で
、

死
球
出
塁
を
認
め
な
い
な
ど
、
簡
便
な
ル
ー

ル
だ
っ
た
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
横
浜
市
か
ら

優
勝
旗
と
市
長
杯
、
準
優
勝
チ
ー
ム
に
は
神

奈
川
新
聞
社
杯
、
優
秀
な
応
援
団
に
は
楯
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
表

彰
式
の
あ
と
に
は
、
松
竹
と
新
東
宝
の
俳
優

チ
ー
ム
に
よ
る
特
別
試
合
が
予
定
さ
れ
て
い

た
（『
神
奈
川
』
八
・
二
七
〜
二
九
）
。

こ
う
し
て
女
子
野
球
大
会
は
、
占
領
軍
が

接
収
し
て
ル
ー
・
ゲ
ー
リ
ッ
ク
球
場
と
呼
ん

で
い
た
公
園
球
場
を
会
場
に
、
二
九
日
朝
七

時
半
の
入
場
行
進
で
幕
を
開
け
た
。
石
河
京

市
市
長
の
始
球
式
に
続
い
て
、
八
時
に
は
第

一
試
合
が
始
ま
っ
た
。
七
時
半
ま
で
に
内
野

ス
タ
ン
ド
は
ほ
ぼ
満
員
、
正
午
に
は
外
野
席

ま
で
埋
め
尽
く
し
た
と
い
う
。
文
寿
堂
と
オ

ハ
イ
オ
が
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
文
寿
堂
が

優
勝
し
た
。
応
援
文
化
賞
は
、
横
浜
女
子
商

業
が
獲
得
し
た
。
午
後
三
時
半
か
ら
閉
会
式

が
行
わ
れ
た
後
、
四
時
か
ら
俳
優
チ
ー
ム
の

試
合
が
行
わ
れ
、
新
東
宝
チ
ー
ム
が
勝
利
し

て
、
午
後
六
時
に
は
す
べ
て
の
予
定
が
終
了

し
た
（『
神
奈
川
』
八
・
三
〇
、
三
一
）
。

主
催
者
の
一
つ
で
あ
る
『
神
奈
川
新
聞
』

の
報
道
が
、
過
熱
気
味
な
の
は
致
し
方
な
い
。

こ
の
年
の
横
浜
市
の
『
事
務
報
告
書
』
に
よ

れ
ば
、
入
場
者
数
は
一
万
五
〇
〇
〇
人
と

な
っ
て
い
る
。
公
園
球
場
完
成
時
の
定
員
が

一
万
九
〇
〇
〇
人
と
さ
れ
る
の
で
、
約
八
割

の
入
り
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
ア
ル
バ

ム
の
写
真
を
見
て
も
、
内
野
は
ほ
ぼ
満
員
だ

が
、
外
野
に
空
き
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
占
領

軍
兵
士
の
姿
も
見
え
る
。

応
援
団
を
除
け
ば
男
性
の
観
客
が
多
い
と
、

各
紙
が
指
摘
し
て
い
る
（『
朝
日
』
八
・
三
〇
、

『
毎
日
』
八
・
三
〇
）
。
女
子
野
球
大
会
を

見
る
眼
も
、
「
ハ
マ
名
物
」
の
「
女
野
球
」

（『
朝
日
』
八
・
三
〇
）
や
「
横
浜
文
化
祭

の
呼
び
物
」
（『
読
売
』
八
・
三
〇
）
な
ど
と
、

物
珍
し
さ
や
シ
ョ
ー
的
な
見
方
を
し
て
い
て
、

必
ず
し
も
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
関
心
ば
か
り

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
横

浜
の
地
で
女
子
野
球
と
い
う
女
性
の
ス
ポ
ー

ツ
が
新
た
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
、
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。

米
国
女
子
野
球
チ
ー
ム
の
来
日

そ
も
そ
も
女
子
野
球
と
横
浜
に
は
、
歴
史

的
な
縁
も
あ
っ
た
。
戦
前
に
ア
メ
リ
カ
の
女

子
野
球
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
際
、
横
浜
で
も

試
合
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
記
憶
が
、
戦
後

の
女
子
野
球
大
会
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

も
充
分
考
え
ら
れ
る
。

一
行
は
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
〇

月
一
〇
日
秩
父
丸
で
横
浜
港
に
入
港
し
た

後
、
東
京
の
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
多
く
の
新

聞
で
は
米
国
女
子
野
球
団
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
朝
日
新
聞
に
よ
れ
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
女
子
軟
式
野
球
選
抜
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
軟
式
野
球
と
い
っ
て
も
、
「
原
語
で

ソ
フ
ト
・
ボ
ー
ル
と
称
し
」
、
投
手
は
下
手

投
げ
、
ボ
ー
ル
は
一
一
イ
ン
チ
四
分
の
三
と

い
う
の
で
、
現
在
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー

ム
と
考
え
て
よ
い
よ
う
だ
（『
東
京
朝
日
新

聞
』
一
九
三
四
年
九
月
一
〇
日
、
一
〇
月
一

一
日
）
。
日
系
人
二
名
と
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
学
生
六
名
が
加
わ
っ
て
い
た
。

女子野球大会始球式の石河京市市長　1947年8月29日

女子野球大会　横浜女子商業学校の応援風景
　1947年8月29日

オール横浜女子野球大会優勝旗

女子野球大会　試合の模様　1947年8月29日
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目
的
は
、
観
光
を
兼
ね
た
日
米
親
善
と
軟

式
野
球（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）の
普
及
で
あ
っ
た
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
元
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の

秘
書
だ
っ
た
高
野
虎
市
が
同
行
し
て
い
た
が
、

興
行
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
費
用
は

各
自
が
一
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
用
意
、
収
益

が
あ
っ
て
も
寄
付
す
る
予
定
だ
っ
た
。
後
に

海
軍
省
と
日
本
赤
十
字
社
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇

〇
〇
円
寄
付
し
た
と
、
報
じ
ら
れ
て
い
る

（『
横
浜
貿
易
新
報
』一
〇
・
三
〇
）
。
ま
た
、

一
四
日
に
東
京
後
楽
園
で
行
わ
れ
た
試
合
に

は
、
陸
軍
病
院
の
傷
病
兵
が
招
待
さ
れ
て
い

た
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
〇
・
一
五
）
。

試
合
は
、
チ
ー
ム
を
日
本
チ
ー
ム
・
米
国

チ
ー
ム
の
二
つ
に
分
け
て
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
試
合
の
合
間
に
、
日

光
・
横
浜
・
鎌
倉
な
ど
で
の
観
光
も
予
定
さ

れ
て
い
た
。
横
浜
で
の
試
合
は
、
横
浜
公
園

球
場
で
一
〇
月
二
九
日
・
三
〇
日
に
二
試
合

が
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。
主
催
は
国
際
子

女
親
善
協
会
、
後
援
が
横
浜
貿
易
新
報
社
と

な
っ
て
い
る
。

二
九
日
の
試
合
は
、
少
年
音
楽
隊
に
先
導

さ
れ
た
入
場
行
進
や
花
束
贈
呈
、
始
球
式
な

ど
の
様
子
が
写
真
入
り
で
大
き
く
報
道
さ
れ

た
（『
横
貿
』
一
〇
・
三
〇
）
。
し
か
し
、
三

〇
日
の
試
合
は
、
前
夜
か
ら
の
雨
で
中
止
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
一
日
に
は
、
再
び
後

楽
園
球
場
で
試
合
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
夜
の
列
車
で
神
戸
に
移
動
、
マ
ニ
ラ
に

向
か
う
予
定
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
横

貿
』
一
一
・
一
）
が
、
そ
の
後
の
動
向
は
不

明
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
中
国
で
は
漢
口
が
陥
落
す
る
な

ど
、
日
中
戦
争
の
戦
況
が
華
々
し
く
紙
面
を

占
め
る
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
女
子
野
球
は
来

日
時
か
ら
写
真
入
り
の
記
事
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
異
例
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。

女
性
の
野
球
試
合
そ
の
も
の
が
珍
し
か
っ

た
上
に
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
と
い
う
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
も
話
題
に
な
っ
た
。
な
か
に
は

風
俗
的
に
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
チ
ー
ム
と

い
う
こ
と
で
こ
れ
は
黙
認
さ
れ
た
。し
か
し
、

興
味
本
位
の
男
性
客
も
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
女

子
野
球
で
も
同
様
で
あ
る
。

女
子
プ
ロ
野
球
の
発
足

戦
後
女
子
野
球
の
歩
み
を
詳
し
く
紹
介
し

て
い
る
桑
原
稲
敏
『
女
た
ち
の
プ
レ
ー
ボ
ー

ル　

幻
の
女
子
プ
ロ
野
球
青
春
物
語
』
（
風

人
社
、
一
九
九
三
年
）
と
常
蔭
純
一
『
私
の

青
空　

日
本
女
子
野
球
伝
』
（
径
書
房
、
一

九
九
五
年
）
は
、
い
ず
れ
も
横
浜
の
女
子
野

球
大
会
を
戦
後
女
子
野
球
史
の
始
ま
り
、
女

子
プ
ロ
野
球
の
き
っ
か
け
と
評
し
て
い
る
。

桑
原
は
、
女
子
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
さ
き

が
け
と
し
て
一
九
四
八
年
に
、ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
ダ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
メ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
が
横
浜
の
オ
ハ
イ
オ
に
挑
戦
し

て
、
二
連
敗
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

い
る
。
こ
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
に
横
浜
女
子

商
業
の
六
選
手
が
加
わ
っ
て
編
成
さ
れ
た
の

が
、
初
の
女
子
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
と
も
い
わ

れ
る
東
京
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の

翌
年
、
新
た
に
結
成
さ
れ
た
ロ
マ
ン
ス
・

ブ
ル
ー
バ
ー
ド
が
正
式
に
は
女
子
プ
ロ
野
球

チ
ー
ム
第
一
号
と
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
女

子
野
球
チ
ー
ム
は
数
多
く
結
成
さ
れ
て
は
再

編
を
繰
り
返
す
。

女
子
プ
ロ
野
球
も
当
初
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
よ
り
シ
ョ
ー
的
な
要
素
が
強
か
っ
た
。

チ
ー
ム
数
が
限
ら
れ
て
い
る
内
は
、
野
球
大

会
の
前
座
や
遠
征
先
の
男
性
チ
ー
ム
と
の
対

戦
な
ど
、
各
地
を
廻
っ
て
の
興
行
的
な
活
動

に
終
始
し
た
。
一
九
五
〇
年
に
チ
ー
ム
が
増

え
て
、
日
本
女
子
野
球
連
盟
が
結
成
さ
れ
て

か
ら
、
よ
う
や
く
リ
ー
グ
戦
や
各
種
カ
ッ
プ

戦
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

女
子
プ
ロ
野
球
は
二
年
で
運
営
が
行
き
詰

ま
る
が
、
女
子
野
球
は
社
会
人
野
球
と
し
て

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
ま
で
存
続
し
た
。

そ
の
間
の
経
緯
や
、
チ
ー
ム
と
選
手
に
つ
い

て
は
、
先
の
二
書
が
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。

社
会
人
に
移
行
し
た
女
子
野
球
は
、
一
九

五
二
（
昭
和
二
七
）
年
か
ら
一
九
五
八
（
昭

和
三
三
）
年
ま
で
毎
年
、
「
横
浜
市
長
杯

争
奪
戦
」
を
横
浜
平
和
球
場
で
開
催
し
た
。

ル
ー
・
ゲ
ー
リ
ッ
ク
球
場
は
ち
ょ
う
ど
五
二

年
四
月
に
返
還
さ
れ
、
当
時
の
平
沼
亮
三
市

長
に
よ
っ
て
平
和
球
場
と
命
名
さ
れ
て
い
た
。

平
沼
市
長
は
慶
応
大
学
野
球
部
の
出
身
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
力
を
尽
く
し
、
「
ス

ポ
ー
ツ
市
長
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

『
横
浜
ス
ポ
ー
ツ
百
年
の
歩
み
』
（
横
浜

市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
）
は
、
「
横

浜
女
子
野
球
大
会
」
と
い
う
項
目
を
掲
げ
、

女
子
野
球
大
会
の
開
催
と
共
に
横
浜
市
長
杯

争
奪
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
東

京
都
知
事
杯
争
奪
大
会
と
並
ん
で
二
大
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
女
子
野
球
と
横
浜
の
関
わ

り
の
深
さ
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
同
書
は
一
九
五
四
年
ま
で
の
開
催

と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
一
九
五
八
（
昭

和
三
三
）
年
ま
で
八
回
開
催
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
（『
神
奈
川
』
五
八
・
一
一
・

九
）
。

こ
の
大
会
を
後
援
し
た
『
神
奈
川
新
聞
』

は
、
第
一
回
女
子
ノ
ン
プ
ロ
野
球
大
会
が

二
七
日
・
二
八
日
に
開
催
さ
れ
る
と
告
知

し
、
「
横
浜
が
女
子
野
球
発
祥
の
地
と
し
て

全
国
に
さ
き
が
け
て
い
る
」
と
強
調
す
る

（
九
・
二
五
）
。
岡
田
乾
電
池
・
三
共
・
京

浜
急
行
・
エ
ー
ワ
ン
ポ
マ
ー
ド
・
わ
か
も
と

製
薬
の
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
地
元
横
浜

に
は
、
チ
ー
ム
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

試
合
前
、
伊
勢
佐
木
町
・
野
毛
か
ら
関
内

方
面
と
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
試
合
後
に
は

横
浜
政
財
界
の
「
名
士
軍
」
と
対
戦
す
る
な

ど
の
演
出
も
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
。
選
手
の

パ
レ
ー
ド
は
そ
の
後
も
毎
年
実
施
さ
れ
、
観

客
に
よ
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
競
争
や
ボ
ー
ル
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
女
性
入
場
無
料
な
ど
、
観
客
を

楽
し
ま
せ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
新
聞
報
道

を
見
る
限
り
、
毎
年
の
入
場
者
数
は
三
〇
〇

〇
人
か
ら
五
〇
〇
〇
人
程
度
だ
っ
た
よ
う
だ
。

平
沼
市
長
が
在
職
中
の
五
九
年
二
月
に
亡
く

な
り
、
市
長
杯
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
開
催
は
中

止
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
の
横
浜
の
女
子
野
球
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

横
浜
女
子
野
球
大
会
が
、
戦
後
日
本
の
女
子

野
球
の
歩
み
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
を

改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。�（
羽
田
博
昭
）




